
地 中に埋もれた遺跡や遺物から歴史を明らか

にする考古学は、書きのこされたもの

が少ない古代史の解明にはとくに力を発揮

しますが、考古学から見た甲賀市は近江の

なかでもまだまだ謎の多い地域です。

　１万３千年も前の縄文時代草創期の石

器や早期の土器、弥生時代の土器など注

目される出土品がありますが、発掘例が少

ないこともあり、住居や村の跡は未確認です。

しかし、これに続く古墳時代の中ごろ（５世紀）からは、

急激に遺跡が増加し、人々が甲賀谷を本格的に

開発し始めたことがわかります。

　なかでも野洲川に面した水口盆地には、

大型倉庫群と多数の住居の跡が発見されて

話題となった植遺跡や、一帯の首長の墓と

される泉古墳群などがあり、交通路を押さ

える、野洲川上流域の政治と暮らしの中心

が形成されていたようです。

　昨年度実施した市史の調査では、湖南市の三雲

から水口町牛飼にかけての山あいに、300基におよぶ大

古墳群が改めて確認され、死者を葬った横穴式石室の形から、

水口盆地には様々な社会的基盤を持つ人々が集まり住んでい

たことがわかってきました。甲賀市史第１巻ではようやく見え

てきた甲賀谷の古墳時代について、詳しく紹介していきます。

第21回

古墳に学ぶ
甲賀谷の開発

歴史文化財課　市史編さん室
 ☎ 86-8075  ℻ 86-8216
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